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授 業 記 録 

 

「人材育成」と向き合う 

 

荒井 英治郎（信州大学学術研究院総合人間科学系） 

 

 

１．はじめに 

 

本稿は、2021年度に開講した教職科目（選択）「現代社会と教育問題」（2021年 11月 2日）

の授業にオンラインゲストとしてご参加いただいたゲストティーチャー（小仁聡氏：株式会

社ラーニングシフト代表取締役）の講演内容を再構成したものである。記録作成に当たって

は、本学の学生である高瀬航輝さんに尽力いただいた。記して感謝を申し上げたい。 

 

２．ゲストティーチャーの話 

 

（１）自己紹介 

 

【ゲスト】小仁聡と申します。「ラーニン

グシフト」という個人経営のコンサルをし

ていて、オンライン・オフラインを組み合

わせた新時代の学び方「ブレンディッド・

ラーニング」を専門領域に書籍も発刊して

おります。みなさんも大学に入ったときに

何かから影響を受けたと思いますが、ター

ニングポイントを意識的に生み出してい

くことは大切です。私自身、色々な機会に

恵まれましたが、偶発から必然に変えてい

きたいという思いがあります。 

一方通行で話を聞く側は大変だと思い

ますので、カメラを OFF にしていただい

て構いません。それよりも重要なのは、感

じたことをチャットに投稿することを通

じてお互い学び合っていただけたら嬉し 

 

いです。資料は提供しますので、メモを取

る必要はございません。情報量が多いので

覚えようとせずに自分にとって重要なこ

とを取り入れることに取り組んでいただ

けたらと思います。これが社会人の学び方

であり、講義終了後、何を行動に移したが

何よりも重要になります。 

今日お話しする内容は、次の通りです。 

私のこれまでのキャリア、VUCA時代に

求められる能力・スキル、新しい時代の学

び方としての「ブレンディッド・ラーニン

グ」、これは、コロナを経てオンライン授

業に代わりましたが、それがどうなってい

くのかというものです。そして、最後がキ

ャリアの築き方のポイントについてです。 

私はこれまで小中高大というそれぞれの

ステージで二か国で教育を受けてきまし

た。親のおかげですね。千葉の小学校とア
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トランタの小中学校です。その後、日本に

帰って公立の高校に進学するも、馴染めず

1年間はノルウェーの高校で過ごし、大学

時代は日本だけでなくアメリカの大学も

1 年間経験させていただくことができま

した。多種多用な教育機会をいただくこと

で、「教育」という分野に興味を持つよう

になりました。その中でも、人生が一変し

たのが高校時代で、当時 3つのことをやっ

ていました。 

1つ目は、千葉で学習障がい児のサポー

トボランティアを、高校生一人で大学生に

交じってやっていて、自分にとっては冒険

でした。 

2つ目は、ノルウェーでの交換留学。こ

こでは日本との感覚の違いに驚かされま

した。特にボスニアの難民と一緒に教育を

受けたことが自分の価値観を変えました。 

3つ目は、タイでの NGO活動。移動図

書館プロジェクトの支援をしました。現地

にも行って、自分の支援がどのように役に

立っているのかが分かりました。特に、貧

困地域では教育が人生を切り開く可能性

があることが分かりました。 

その後、上智大学の英語学科を選択しま

した。自己推薦というお得な制度があり、

英語力だけで運良く滑りこむことができ

ました。在学中に、サドベリーバレースク

ールを知りました。そこの校長先生の話の

中で、「何をしてもいい、学年もないし出

席義務もない、釣りを 1日していてもいい

学校」という話を聞きました。学びのスタ

イルは色々あるが、ここで卒業して活躍し

ている人もいる。自分は暗黒の時代として

学校が嫌いでしたが、もっと面白くしたい

と思うようになりました。 

その後、チャータースクールという公設

民営の仕組みを知ります。これが荒井先生

との接点でもあります。世界にはどのよう

な学校があるかを知りたくて、実際に 20

以上の学校を見てきましたが、この時点で

は、学校の先生を目指していました。帰国

後、教育実習に行き楽しかったですが、学

校現場に行った時にそれ以降でキャリア

シフトができるのか、不安になりました。

また、文部科学省にもインターンシップを

しに行きました。面白そうだなと思ったの

ですが、仕事をしている人に物足りなさを

感じてしまいました。優秀な方々の集まり

であるはずなのに、効率の悪い面が多く見

られるなど、残念なところが多くありまし

た。未来の教育をよりよいものにしていく

ためには、一緒に働く人達は大切と思い、

また厳しい環境に身を置きたいと思うよ

うになり、企業で人材育成に関わってみよ

うと考えるようになりました。 

ここまでが私の就職までの話になりま

す。 

 

（２）新しい時代の学び方 

 

【ゲスト】「新しい時代の学び方」につい

て話をしていきますが、キーワードとなる

のが「ブレンディッド・ラーニング」です。

まず考えていただきたい問いが、学生と社

会人の学習の違いにはどのようなものが

あるかです。一つ明確にご案内できるのは、

社会人の学習では、成果が求められるとい

うことです。営業で売れるかどうかは知識

だけでなく発揮するためのスキルも重要

です。相手の期待を越えることで、対価を

いただくまで繋げる必要があるからです。
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今までの学びは知識重視のものが多かっ

たですが、本当はできるようになるかどう

かが重要です。そこでは、実践に結び付け

る学習設計が重要となります。何かを学ん

だらアウトプットする練習が必要となり

ます。今回の授業もそうです。チャットで

自分の意見を発信してみる。テストも理解

度を試すという観点では練習の一つです

し、理解していることを誰かに説明すると

いうのも別の方法といえます。ただし、こ

こで大切なのは練習しっぱなしではなく、

フィードバックを受けることです。なぜな

ら、間違ったまま放置すると、悪い癖とし

て身についてしまうためです。練習したら

フィードバックを受けて振り返り改善し

ていく、一方通行のインプットではない

「わかる」を「できる」に変えていく学び

方こそが社会人の学びであり、学生時代か

ら慣れていく必要があります。 

ここからは、「ブレンディッド・ラーニ

ング」というテクノロジーを取り入れた新

しい学び方を紹介します。皆さんは聞いた

ことはありますか。「ブレンド」というの

は混ぜるとか、学びを組み合わせるという

意味です。言われ始めた当初は、学習に「テ

クノロジー」を取り入れるという意味で使

われていました。これまでのアナログ的な

学び方が、衛星放送を活用した一斉配信に

なったり、CD-ROM を活用した学習に変

わったり、現在はモバイルを活用した学び

へと進化してきました。モバイル中心のた

め、最近では、e-learning とは言わなく、

m-learningとも言われています。このよう

に元々は、ブレンディッド・ラーニングは、

メディアを組みわせることが特徴とされ

てきました。今では、そこに別の観点が追

加され、双方向か一方向か、同期か非同期

かなどの要素も追加されてきています。 

ところで、オンラインの良さはどのよう

なところにあると思いますか。顔を合わせ

る良さもあると思いますが、アウトプット

（練習）の回数を増やすことができる点も

利点です。例えば、チャットなどを使って、

全員でアウトプットができます。活発な授

業ではチャットが止まりませんね。もう一

つ、自分の顔をこんなに長い時間見たこと

がありますか。自分の印象をコントロール

するべくトレーニングできるようになっ

たことなどは、オンラインならではと言え

ます。 

 

（３）「決める」という経験を積むことの

大切さ 

 

【ゲスト】世の中正解というものは基本存

在しません。正解を見出す、または、一度

決めたことを正しいことに変えていくの

が社会人です。そこで重要なことが、「決

める」ということです。企業で求められる

人材の特徴にはどのようなものがあると

思いますか。もちろん仕事ができるかどう

かも重要ですが、どれくらい自分の人生を

自分自身で決めてやりきってきたかの方

がはるかに重要です。なぜながら自己決定

できない人は、うまくいかなかった時、人

のせいにする傾向があるためです。自分で

決めてきてその理由を説明できる人はそ

の意味で強いといえます。 

 

【参加者】先ほど新しい時代の学び方につ

いて紹介してもらいましたが、これは学習

ではなくもはや仕事の一部なのではない
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でしょうか。 

 私は元々は勉強が嫌いで途中から勉強

が好きになった人間なのですが、当時は与

えられたものをやっている感じで、テスト

や評定が目的なのはとても嫌でした。資格

を取るのも能力を習得する手段だと思い

ます。 

 

【ゲスト】素敵ですね。学習を目的にして

も意味ないと思います。やらないといけな

いこととしてやるのは、辛くないですか。

皆さんに伺ってみたいと思いますが、学習

とは何をすることだと捉えていますか。 

 

[チャット入力] 「知識・経験・価値観のア

ップデート」 

 

【ゲスト】チャットに書いてくれた「知識・

経験・価値観のアップデート」というフレ

ーズは深いですね。具体例を挙げていただ

いていいでしょうか。 

 

【参加者】具体的というより抽象的に考え

る癖があるので、この 3 つが全てかなと

考えました。現在、塾のアルバイトをして

いるのですが、このまま教員になるとずっ

とその路線なので、飲食系のバイトを始め

ました。レジ打ちなどの経験を通じて価値

観がアップデートされています。 

 

【ゲスト】「価値観のアップデート」とい

うキーワードはいいですね。皆さんが就職

活動で楽しい就活ができる分かれ道が、こ

こです。「価値観のアップデート」を別の

言い方で言うと、今まで価値に感じられな

かったものを価値あるものに感じられる

ようになるということですね。先ほどの例

では、経験で新しい発見があって「これも

悪くないな。こういう良さがあるのだな」

ということが人生の幅を広げてくれるわ

けです。自分に向いているものは実はたく

さんあります。実際やってみたら楽しいこ

とはたくさんあります。やってみること、

触れてみることが大事です。 

 

[チャット入力] 「知らない世界を知って

世界を広げること」 

 

【ゲスト】自分に価値観を増やしていって、

必要に応じて取捨選択していけるのは強

いと思いますね。 

 

[チャット入力] 「自分がやりたいことを

やって成果を反省して、もう一度実践す

る。」 

 

【ゲスト】これは「経験学習サイクル」で

すね。経産省が定義している「社会人基礎

力」というものがあります。その中でもこ

の重要性を説いています。私がこれを実感

したのは、以前社会人経験 3 年目くらい

の人にインタビューをしてみた時です。そ

の中で、仕事の成果を問うと、成果が低い

人はこれまで取り組んできた成果の説明

はできてもそのポイントを説明できない

ことが多いです。成果が高い人は、成功体

験・失敗体験からの学びも含めて言語化が

しっかりとできていることが分かります。 

皆さんの今後に向けてということで、紹

介したいのが、『100 年時代の人生戦略』

です。就活本を読むよりまずこれがいいで

す。何の本かというと、長寿化の進行によ
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り、100年以上生きる時代になり、新しい

人生の節目と転機が出現し、「教育→仕事

→引退」という人生から、「マルチステー

ジ」の人生へと様変わりするというもので

す。そこでは、最終学歴ではなく、最新学

習歴が問われるようになります。学ぶこと

が生きる時代といえます。そして新しい知

識だけではなく、前例が通じない新しい捉

え方・価値観を取り入れていくことも求め

られます。まさにこれから求められるのは、

「トランスフォーメーション」です。さな

ぎが蝶になるように変態するまでの進化

が求められます。 

ぜひ新しい行動様式、自分が経験したこ

とがない行動を起こしてみてください。 


